
SU－Nシリーズ セレクションガイド

▲

B-3

スライドシリンダ
ロングストローク
ガイドレスタイプ

特長

型式基準

●差動ピストン方式のロータリーアクチュエータを用いた、
往復直線スライドユニットの駆動源です。

●ロータリーアクチュエータ方式ですので、複数台を同期
させて作動させたり、推力を加算させることができます。
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※STとはストロークを表します。上記以外の詳細寸法につきましては、
SU30,40,63のページをご覧ください。

SU40 N 1320
機　種

SU30 シリンダ径 φ30
SU40 シリンダ径 φ40
SU63 シリンダ径 φ63

ストロークmm
200～1500 SU30

SU40
SU63

200～2000
200～3000

スライド部分のタイプ
スライド部なし

使用流体
無記号
H

エア
低油圧

仕様、構造につきましては、SUのページをご覧ください。

外形寸法図

［１］軸にかかる静荷重 fo (N)
a. 軸にかかる静荷重 fo (N) は、荷重 W (N) とオーバーハング
　量 L (mm) によって決まります。

b. 中間位置に荷重のかかる場合

まず次の表の項目の使用条件を求めてください。

下の図を参考に fo を計算してください。
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■計算例
NSB40-600で水平取付
W＝50N
S＝600mm
T＝1.8sec
P＝0.5MPa
L＝100mm
H＝0
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■計算例　図1-1の場合

fo＝                   ＋     ×W

   ＝                                         ＋       ×50

   ＝115.4N　　となります。

W＋B＋C×S
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NSBシリーズ（標準、カバー）スライドシリンダ……検討手順
検討手順

スライドブロック中心から荷重の重心
までの距離をX, Y, Z 各軸方向にわけて
荷重を計算してください。

（注）スライドブロックでエンドさせずに、オーバーハング端でエンドさせる場合、
オーバーハング荷重Wは、スライドシリンダの推力FRと考えてください。
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